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Camps 2
Families 318
Individuals  in camps 305
Individuals with relatives 1,298

Camps 42
Families 27,746
Individuals  in camps 19,559
Individuals with relatives 62,084

Camps 23
Families 6,007
Individuals  in camps 11,993
Individuals with relatives 10,564

Camps 48
Families 12,494
Individuals  in camps 30,403
Individuals with relatives 31,509

Camps 81
Families n/a
Individuals  in camps 75,172
Individuals with relatives n/a

Camps 5
Families 3,334
Individuals  in camps 555
Individuals with relatives 17,168Camps 31

Families 3,268
Individuals  in camps 4,141
Individuals with relatives 9,254

Camps 40
Families 1,472
Individuals  in camps 4,830
Individuals with relatives 123,247

Camps 16
Families 6,905
Individuals  in camps 3,281
Individuals with relatives 24,432

Camps 28
Families 5,290
Individuals  in camps 5,999
Individuals with relatives 25,240

Camps 2
Families 308
Individuals  in camps 876
Individuals with relatives 573

Camps 2
Families 18
Individuals  in camps 66
Individuals with relatives n/a
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Camps 0 (Hamlets-112)
Families 12,631
Individuals  in camps 11,891
Individuals with relatives 28,016
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 2005年2月15日号

スマトラ沖大地震・インド洋津波被害 
人々の目線で被災者をサポート  
 
12月26日の災害発生から約2か月。被災した国で活動中のJICAボランティアは全員無事
でしたが、特に被害の大きかった4か国の安全概況を報告します。また、できる範囲内で、
現地の人々の目線で行われた協力隊員たちの支援活動についても紹介します（2月7日現
在）。 
 
インドネシア JDRに隊員OB・OGが参加 
安全概況：被災地を含むアチェ州は、もともと外国人の立ち入りが制限されていたので、派
遣中のJICAボランティアはいなかった。また、隊員の任地には津波・地震の影響はほとん
どなく、通信事情も従来どおり。活動も平常どおり行われている。 
 
支援活動：被災地はインドネシア政府の「文民非常事態」が適用されており、被災地での赴
任中のボランティアの支援活動は行っていない。 
 
1月16日以降、被災地バンダアチェに入った国際緊急援助隊（JDR）の通訳として第2陣までで※隊員OB・OG7名が参加（今後
も派遣を予定）。 
現地の生活習慣や文化的背景を理解し、被災者の立場に立って親身に通訳する隊員OB・OGは、自衛隊・現地住民の双方
から高く評価されている。 
※（敬称略）今井孝博（14/2・農産物加工）、植木大輔（14/2・電子機器）、後藤真美恵（12/1・日本語教師）、栄博昭（12/1・農
産物加工）、岡野淳（14/1・料理）、藤川まゆみ（12/3・日本語教師）、田中洋子（13/1・村落開発普及員） 
 
タイ 正月休み返上でJDRに協力 
安全概況：被災地はごくわずかの地域に限定され、多くの被害者を出した地域はリゾート地であった。津波発生時、被害の大
きかったプーケット周辺の海岸リゾート地にタイ赴任の隊員はなく、隊員全員の安否もすぐ確認できた。現在、隊員の活動・生
活ともに平常どおり。 
 
支援活動：津波発生後、隊員より、「被災地の人々の役に立てることはないか？」との連絡が携帯電話などから続々と事務所
に寄せられた。 
そこで、JICAプーケット被災地緊急対策本部は、日本から派遣されたJDRの活動を円滑に遂行するための通訳が必要とされ
たため、隊員に協力を求めた。配属先も隊員の救援活動に理解を示し、14名の隊員がJDRに同行。隊員たちの献身的な活動
は、JDRの救援活動に大いに貢献した。 
 
同行した隊員以外にも、正月休みを返上して、JICAタイ事務所で働くスタッフを手伝ったり、任地で何らかの被災者救援活動
に従事した隊員も多くいた。 
 
スリランカ 各地で支援活動を展開  
安全概況：南部および南西部の町で5名の隊員が津波に遭遇。うち1名への通信が一時途
絶え、連絡がとれなかったが、翌々日には無事が確認された。現在、通信回線は復旧し、
連絡に支障はない。 
被災地域の隊員配属先では、若干教育機関等のコース開始の遅れがあったものの、基本
的には平常どおり活動・生活ができている。 
 
支援活動：JDRは渡航見合わせ地域に入っており、隊員はその活動を手伝っていない。災
害発生後、隊員たちは、配属先の理解を得たうえで、各地で独自の取り組みを展開。倒壊
住居の瓦礫撤去、救援物資の仕分け、被災地避難所における子ども向けレクリエーション
活動、被災者への生活消耗品配布（物品は隊員OB・OGや隊員家族からの義援金で購
入）などを行っている。 
 
モルディブ 島民の助け合いの精神に感動 
安全概況：隊員自身の受傷・被災はなかったが、隊員の主な職場である学校は全国で44校が被災したため、新学期開始が
遅れたところも多かった。被災直後から国内通信ができなくなり、特に携帯電話網の脆弱さを思い知らされた。 
 
被害が大きかった島には周辺の島の住民がボランティアで早期に復興活動を始めたので、生活インフラの復旧は比較的早
く、地方隊員の任地は衛生面・治安面で概ね安全といえる。 
 

避難所で子どもたちを励ます（モル
ディブ）

生活消耗品の詰まったバケツを被
災者に手渡す協力隊員（スリランカ）
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支援活動：災害発生後、隊員の職場が休業状態となり、隊員ができる何かをしたいという動きが起き、避難所となっている学
校への訪問などの活動が行われた。子どもたちと遊ぶ形で支援するなかで、「モルディブ人の助け合いの精神に感動した」と
いう隊員もいた。支援活動には調整員の家族なども参加。日本人会を通じた衣料品の提供・募金も、隊員の協力で行われ
た。 
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